
徐
々
に
自
衛
隊
と
の
関
係

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
が
、
市
長
ま
た
は
市
と
自

衛
隊
と
の
連
絡
体
制
は
現
在
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
会
議
等
の
委
員
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
海
上

自
衛
隊
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
。
顔
と
顔
と
が

見
え
る
関
係
を
構
築
し
つ
つ
あ

る
。

①
緑
が
少
な
い
狛
江
市
に

お
い
て
貴
重
な
「
生
産
緑

地
」
が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
市

の
見
解
は
②
狛
江
市
農
業
に
関

す
る
市
民
意
識
調
査
で
市
民
の

農
地
減
少
に
関
す
る
意
識
は
③

民
間
活
力
導
入
に
よ
る
農
地
保

全
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

①
減
少
を
食
い
と
め
る
こ

と
は
大
変
厳
し
い
状
況
。

制
度
上
の
限
界
が
あ
り
抜
本
的

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。②
8
割
弱
の
方
が「
で

き
る
だ
け
多
く
残
し
て
ほ
し
い
」

と
回
答
。
③
他
市
の
状
況
等
を

調
査
・
研
究
。

①
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
。
②
実
行
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て
。

③
開
催
方
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
。
④
開
催
内
容
に
つ

い
て
。
⑤
開
催
に
あ
た
っ
て
の

課
題
に
つ
い
て
。
⑥
開
催
に
向

け
て
の
意
気
込
み
。

①
市
長
自
ら
調
整
、
職
員

に
よ
る
視
察
等
を
行
い
実

行
委
員
会
を
実
施
②
観
光
協
会

等
③
8
回
程
度
開
催
④
駅
前
一

体
が
音
楽
に
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
⑤
ど
の
よ
う
に
狛
江
ら
し
さ

を
出
す
か
⑥
市
長
自
身
先
頭
に

立
ち
成
功
に
向
け
取
り
組
む
。

①
中
期
的（
2
0
4
0
年
）

な
人
口
を
ど
の
よ
う
に
推

測
す
る
か
。
②
住
宅
用
地
と
非

住
宅
用
地
割
合
の
比
較
（
調
布

市
、
三
鷹
市
、
武
蔵
野
市
、
西

東
京
市
）。
③
ま
ち
づ
く
り
は

財
政
的
、
面
積
的
に
も
制
約
が

あ
る
。
ア
イ
デ
ア
が
必
要
だ
が
。

①
2
0
4
0
年
に
は
約
7

万
3
0
0
0
人
の
見
込
み
。

②
狛
江
市
は
、
比
較
す
る
4
市

に
比
べ
住
宅
用
地
の
割
合
が
高

い
。
③
狛
江
市
の
特
徴
を
生
か

し
た
ア
イ
デ
ア
や
知
恵
が
必
要

で
あ
り
、
総
合
戦
略
の
中
に
盛

り
込
む
。

人
口
減
少
と

今
後
の
狛
江
の
ま
ち
づ
く
り

災
害
時
の
課
題

①
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施

②
苦
情
、
相
談
、
告
発
情
報
に

よ
り
調
査
、
指
導
③
事
故
報
告

の
徹
底
と
報
告
漏
れ
の
確
認
。

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

考
え
。
②
子
供
や
更
生
施

設
に
も
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
。
③
認
知
症
拠
点
病
院
と

な
っ
た
慈
恵
第
三
病
院
の
役
割
。

①
認
知
症
支
援
事
業
へ
の

活
用
検
討
②
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
③
専
門
医
療

機
関
、
地
域
連
携
推
進
機
関
と

人
材
育
成
機
関
と
し
て
の
役
割
。

①
高
齢
者
施
設
で
の
ス
ト

レ
ス
対
策
。
②
施
設
内
事

故
に
対
す
る
対
応
は
。
③
今
後

の
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
考
え
。

認
知
症
と
向
き
合
い
、

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に

都
の
支
援
⑥
課
題
は
。

①
喫
食
可
能
廃
棄
食
品
を

生
活
困
窮
者
に
届
け
る
活

動
②
食
品
ロ
ス
削
減
等
③
活
用

中
、
協
働
事
業
④
対
象
外
⑤
立

上
げ
支
援
が
重
要
⑥
環
境
整
備
。
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農
地
保
全
を
軸
と
し
た

狛
江
市
の
未
来
像

ご
み
行
政
に
つ
い
て

①
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

ご
み
出
し
支
援
事
業
、
身

守
り
や
安
否
確
認
と
い
っ
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
的
拡
充
の

進
捗
は
。
②
資
源
物
ご
み
集
団

回
収
に
関
し
て
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

①
ご
み
出
し
支
援
事
業
利

用
者
の
安
否
確
認
に
つ
い

て
は
既
に
実
施
し
て
い
る
が
、

支
援
対
象
者
は
い
な
い
。
②
集

団
回
収
の
制
度
と
活
動
内
容
を

周
知
し
、
実
施
団
体
増
加
の
た

め
に
要
件
の
緩
和
を
実
施
す
る
。

①
市
内
大
規
模
団
地
の
少

子
高
齢
化
の
現
状
②
少
子

高
齢
化
の
影
響
③
市
の
対
策
・

取
り
組
み
・
課
題
④
都
や
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
と
の
連
携
の
可
能
性
。

①
65
歳
以
上
は
約

65

47
％
、

20
歳
未
満
は
約
9
％
②
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
困
難
③
連
絡

会
や
助
成
金
④
世
帯
向
け
住
宅

の
積
極
的
な
推
進
を
要
望
。

団
地
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
い
て

か
わ
ま
ち
づ
く
り
～
多
摩
川

河
川
敷
の
有
効
活
用
～

①
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
は
②

メ
リ
ッ
ト
は
③
当
市
に
お

け
る
現
状
と
行
政
の
か
か
わ
り

④
生
活
保
護
と
の
関
係
⑤
国
や

フ
ー
ド
バ
ン
ク（
Ｆ
Ｂ
）に

つ
い
て

①
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
禁
止
後

の
動
き
②
包
括
占
用
に
つ

い
て
③
今
後
に
つ
い
て（
予
定
・

課
題
）
④
国
・
都
・
他
自
治
体

と
の
連
携
い
か
ん
。

①
多
摩
川
河
川
敷
環
境
保

全
区
域
拡
大
②
土
地
利
用

方
針
が
あ
っ
て
行
う
③
市
民
協

働
事
業
と
し
て
の
取
り
組
み
推

進
④
連
携
、
協
力
を
進
め
た
い
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た

選
択
と
集
中

①
予
算
編
成
と
行
革
の
整

合
の
取
り
組
み
。
②
予
算

編
成
で
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

た
選
択
と
集
中
。
③
保
育
園
民

営
化
に
伴
う
職
員
適
正
化
の
考

え
。

①
予
算
編
成
の
中
で
調
整
。

②
行
政
評
価
や
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
通
じ
て
確
認
し
、
予
算
編

成
の
中
で
調
整
。
③
今
年
度
中

に
お
示
し
し
た
い
。

①
職
員
、委
託
会
社
、市
民

委
員
の
努
力
で
よ
く
な
っ

て
い
る
。
外
部
評
価
委
員
会
の

指
摘
内
容
は
。
②
外
部
の
目
を

入
れ
検
証
が
必
要
。
検
討
を
。

①
情
報
提
供
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
サ
イ
ト
以
外
の

廃
止
も
視
野
に
、
一
方
で
ニ
ー

ズ
の
高
い
サ
イ
ト
は
充
実
強
化

を
。
②
今
後
の
研
究
課
題
。

①
特
色
あ
る
公
園
の
検
討

を
。
②
薪
能
復
活
の
市
長

見
解
は
。
③
公
園
マ
ッ
プ
古
過

ぎ
る
。
新
規
作
成
を
。
④
市
Ｈ

Ｐ
へ
公
園
情
報
新
規
設
置
を
。

①
特
徴
に
応
じ
検
討
。
②

課
題
を
解
決
し
な
が
ら
検

討
し
た
い
。
③
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
対
応
す
る
。
④
御
指
摘

の
と
お
り
、
検
討
す
る
。

特
色
あ
る
公
園
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を

子
育
て
サ
イ
ト

狛
江
の
子
供
は
宝
。
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導
入
を

①
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
。
②
育
成
委
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
の
違
い
は
。
③

地
域
力
向
上
に
よ
る
放
課
後
学

習
支
援
を
優
先
的
に
対
応
を
。

①
地
域
の
力
を
学
校
運
営

に
生
か
す
こ
と
。
②
学
校

を
単
位
と
し
て
地
域
の
個
人
が

支
援
す
る
も
の
。
③
ニ
ー
ズ
は

高
い
と
認
識
、
検
討
し
た
い
。

①
市
道
の
道
路
修
繕
計
画

の
進
捗
状
況
は
。
②
都
市

計
画
道
路
の
現
況
と
今
後
の
整

備
見
込
み
は
。
③
東
京
外
環
道

の
市
へ
の
影
響
は
。

①
目
標
値
の
約
16
％
の
進

捗
。
②
一
部
が
整
備
済
み
。

新
整
備
方
針
を
検
討
中
。
③
生

活
道
路
の
安
全
性
の
向
上
や
災

害
時
の
機
能
確
保
等
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

①
飲
料
井
戸
と
し
て
の
届

け
出
件
数
は
60
件
。
②
現

在
の
と
こ
ろ
新
設
す
る
予
定
は

な
く
、
ま
ず
は
既
存
施
設
の
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

愛
す
る
狛
江
、未
来
の
た
め
に

（
パ
ー
ト
3
）

①
中
学
校
に
お
け
る
通
級

在
籍
者
数
は
。
②
小
学
校

に
比
べ
中
学
校
の
通
級
利
用
者

が
少
な
い
要
因
は
。
③
今
後
ど

う
支
援
し
て
い
く
の
か
。
④
計

画
の
内
容
や
時
期
は
。
⑤
都
の

計
画
中
学
校
特
別
支
援
教
室
モ

デ
ル
事
業
に
応
募
す
る
の
か
。

①
8
名
②
通
級
負
担
が
大

き
い
こ
と
、
制
服
の
違
う

学
校
へ
通
う
こ
と
へ
の
抵
抗
感
、

課
題
克
服
等
に
よ
る
③
小
学
校

と
同
様
の
特
別
支
援
教
室
を
実

施
④
二
中
か
ら
他
中
学
へ
巡
回
、

28
年
度
中
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
⑤
積
極
的
に
応
募
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

①
総
括
的
に
和
泉
多
摩
川

緑
地
が
都
立
公
園
化
さ
れ

た
と
き
、
災
害
時
に
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
。
②

世
田
谷
通
り
は
道
路
啓
開
路
線

だ
が
、
狛
江
市
域
の
世
田
谷
通

り
の
瓦
れ
き
処
理
な
ど
は
ど
こ

が
行
う
の
か
。

①
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
・

復
興
活
動
の
拠
点
、
帰
宅

支
援
、
広
域
受
援
等
の
役
割
を

果
た
し
、
狛
江
市
民
を
含
む
広

く
都
民
の
首
都
直
下
型
地
震
等

の
災
害
対
策
の
強
化
に
寄
与
。

②
都
が
行
う
も
の
で
あ
る
が
、

状
況
に
よ
り
市
と
連
携
す
る
。

①
待
機
児
ゼ
ロ
に
向
け
た

保
育
施
設
整
備
計
画
に
つ

い
て
。
②
計
画
の
前
倒
し
に
つ

い
て
。
③
場
所
の
確
保
、
保
育

士
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
。

④
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
確
保
に
つ
い
て
。
⑤
小
学
校

の
教
室
の
確
保
に
つ
い
て
。

①
平
成
31
年
度
ま
で
に
保

育
定
員
5
1
6
名
増
を
計

画
②
努
め
て
い
く
③
宿
舎
借
上

支
援
事
業
を
予
定
。
公
私
立
で

連
携
、
市
全
体
で
人
材
育
成
④

学
校
施
設
活
用
等
教
育
委
員
会

と
連
携
・
協
力
⑤
改
修
等
に
よ

る
普
通
教
室
へ
の
転
用
で
対
応
。

待
機
児
対
策
に
つ
い
て

ラ・フ
ォ
ル・
ジ
ュ
ル
ネ
音
楽
祭

に
つ
い
て

三

宅

眞

他
に
、18
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙

に
行
き
ま
し
ょ
う
を
質
問

山

田

た
く
じ

太

田

久
美
子

辻

村

と
も
こ

栗

山

剛

水
資
源
に
つ
い
て

①
市
内
飲
用
可
能
な
井
戸

水
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
。
②
せ
せ
ら
ぎ
等
の
親
水
施

設
を
ふ
や
す
計
画
は
あ
る
の
か
。

災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て

谷
田
部

一

之

①
日
本
一
安
心
で
安
全
な

ま
ち
狛
江
こ
こ
ま
で
の
達

成
率
は
②
多
摩
川
グ
ラ
ン
ド
の

整
備
は
③
多
摩
川
河
川
敷
を
利

用
し
て
い
る
団
体
の
用
具
等
の

保
管
場
所
の
設
置
は
④
フ
ッ
ト

サ
ル
を
小
学
校
体
育
館
で
ル
ー

ル
を
作
っ
て
利
用
で
き
な
い
か
。

①
8
割
く
ら
い
と
思
っ
て

い
る
。
②
降
水
後
の
水
は

け
の
悪
さ
や
夏
の
時
期
の
除
草

等
が
必
要
な
こ
と
は
認
識
。
定

期
的
な
整
備
を
し
な
が
ら
改
善

を
図
る
。
③
要
望
等
を
聞
き
調

整
・
検
討
し
て
い
く
。
④
校
長

会
へ
検
討
を
依
頼
す
る
。

石

井

功

篠

浩

司


